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「今後関係性を深めていきたい人」は？ 
～ライフコースの多様化と人づき合いのライフデザイン～ 

ライフデザイン研究部 主任研究員 北村 安樹子 

 

 別稿（「互いにありのままでいられる人」は？」）では、当研究所が行った調査か

ら、他者との関係性について、「困ったときに助け合う人」「精神的なきずながある

人」「互いにありのままでいられる人」が、家族・親族や友人・知人間でどう異なる

のかを考察した。その結果、いずれに関しても家族・親族を該当者としてあげた人が

多く、家族・親族以外の友人・知人にも該当者がいるとした人を上回った。 

 本稿では同じ調査から「何かあったときに相談できる人」と「今後関係性を深めて

いきたい人」の回答結果について、ライフステージとの関連性やそれらが家族・親族

と友人・知人間でどう異なるのかを考察する。 

 なお、調査時の設問文は「あなたにとって、次のような人はどのような人ですか

（いくつでも）」とした上で、「何かあったときに相談できる人」と「今後関係性を深

めていきたい人」の解釈は、基本的に回答者の主観的な捉え方に委ねた。前者は実際

に相談や支援が必要かどうかにかかわらず、必要な場合に相談できると感じている

人、後者は既存の関係かどうか、個人的な関係かどうかにかかわらず、様々な形・目

的で既存の関係をよりよい関係にしていきたい人、新たな関係を得たい人、などが想

定される。 

 

1.何かあったときに相談できる人―「家族・親族」が中心だが、若者で多い「友人・知人」 

 「何かあったときに相談できる人」については、「家族・親族」をあげた人が全体の

76.3％に及んだ(図表 1)。家族・親族のうち、最も多くあげられたのは男女とも「配

偶者」であり、「母親」「兄弟姉妹」がこれに続いた（図表省略）。「学校・学生時代の

友人・知人」や「職場や仕事関係の友人・知人」など「家族・親族以外」をあげた人

は 36.3％、このような人が「誰もいない」と答えた人は 13.1％であった。「家族・親

族」をあげる人は「家族・親族以外」を大きく上回っており、何かあったときの相談

先として、家族・親族の存在は大きいことがうかがえる。 

 ただ、ライフステージ別にみると、独身（39 歳以下）の人では「家族・親族」をあ

げた人が 61.8％と他のライフステージに比べ低く、「家族・親族以外」（52.3％）と「誰

もいない」（18.6％）の割合も高い。独身（39 歳以下）や「夫婦のみ（39 歳以下）」の

時期は「学校・学生時代の友人・知人」をあげる人の割合が高く、家族を形成する前

のライフステージにおける「学校・学生時代の友人・知人」の存在の大きさがうかが

える。また、子どもがいる人では「家族・親族」をあげる人の割合が一貫して高いが、

https://www.dlri.co.jp/report/ld/161901.html
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＜性別＞
男性 70.8 30.2 6.9 2.4 1.0 0.7 13.7 8.6 3.0 4.6 0.4 18.2
女性 81.7 42.4 8.2 2.0 0.9 5.4 22.6 11.0 5.1 6.2 0.9 8.1
＜ライフステージ別＞
独身（39歳以下） 61.8 52.3 21.6 3.7 0.0 0.0 29.5 11.0 2.9 6.9 0.5 18.6
夫婦のみ（39歳以下） 85.9 39.4 2.3 3.0 2.8 0.0 25.6 11.9 2.6 6.8 0.4 6.6
末子が幼稚園･保育園に入る前 89.3 33.8 2.5 2.4 2.6 5.2 22.2 9.4 2.9 3.4 0.4 5.0
末子が幼稚園･保育園児 85.6 34.7 2.4 2.4 2.3 7.9 18.4 11.7 3.7 3.6 0.5 7.8
末子が小学生 83.5 32.9 3.2 2.2 1.4 8.0 15.6 9.2 4.0 2.9 0.5 9.2
末子が中学生 80.4 30.6 4.5 2.0 0.7 6.0 15.9 9.6 3.2 2.2 0.5 11.0
末子が高校生 76.2 31.8 4.3 2.0 1.0 6.8 13.7 10.6 4.0 3.1 0.5 15.1
末子が短大・大学・大学院生 82.2 30.5 2.1 1.4 1.3 5.1 15.0 10.6 3.9 5.4 0.5 10.6
末子が就学終了 85.9 28.4 2.6 1.2 0.8 3.7 11.0 7.6 5.9 5.1 0.6 8.0
子どもがいない（40歳以上） 66.2 33.8 6.6 1.9 0.6 0.0 14.9 10.0 3.9 6.8 1.2 21.3
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「学校・学生時代の友人・知人」や「職場や仕事関係の友人・知人」など、「家族・親

族以外」の友人・知人をあげる人も一定の割合を占める。子どもがいない（40 歳以上）

の人も含めて、学校・学生時代や、職場・仕事を通じて、何かあったときに相談でき

る人とのつながりを得る人は多いと考えられる。 

 

図表 1 何かあったときに相談できる人（全体、性別、ライフステージ別）＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1：「家族・親族(計)」は、「父親」「母親」「兄弟姉妹」「配偶者」「子ども」「左記以外の家族・親族」のいずれかを選

択した人の割合。「家族・親族以外(計)」は、図表記載の家族・親族以外の各選択肢のいずれかを選択した

人の割合。 

*2：「家族・親族以外」の各選択肢のうち、最も多いセルをオレンジ、2 番目に多いセルをブルー表示。 

*3：「独身（39歳以下）」は配偶者および子どもがいない人。「夫婦のみ(39歳以下)」は子どものいない有配偶者。

「子どもがいない（40 歳以上）」は独身と夫婦のみの人。 

資料：第一生命経済研究所「第 11回 ライフデザインに関する調査」より作成。調査時期は 2021年 1月 29日～

2 月 3 日、調査対象は全国 18～79 歳の男女。有効回答数は 19,668 人。調査方法はインターネット調査。

本稿では 18～69 歳のデータを使用。 

 

2.今後関係性を深めていきたい人―独身、子どもがいないミドルで高い「友人・知人」 

 では、「今後関係性を深めていきたい人」については、どのような傾向がみられる
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＜性別＞
男性 55.9 34.1 8.7 2.9 1.5 1.3 14.2 9.7 5.4 7.9 0.3 25.1
女性 65.4 44.1 9.3 2.5 1.6 6.4 21.7 11.3 6.9 9.0 0.7 15.3
＜ライフステージ別＞
独身（39歳以下） 39.9 59.0 25.8 4.9 0.0 0.0 30.8 13.6 4.3 11.2 0.3 24.2
夫婦のみ（39歳以下） 78.1 41.2 3.2 3.2 5.8 0.0 25.4 13.7 4.1 7.6 0.0 9.3
末子が幼稚園･保育園に入る前 79.4 36.2 2.9 3.8 5.0 11.4 18.2 9.8 5.9 4.5 0.5 8.0
末子が幼稚園･保育園児 75.8 35.2 3.0 2.9 3.6 10.8 16.6 12.7 6.7 7.1 0.3 11.8
末子が小学生 70.4 33.0 3.9 1.9 2.0 9.2 13.5 9.9 5.7 5.9 0.2 16.2
末子が中学生 67.5 31.7 4.2 1.8 1.9 7.0 15.0 10.7 5.1 4.8 0.3 19.0
末子が高校生 67.3 32.1 5.4 1.6 1.2 6.4 14.0 11.0 5.1 4.1 0.1 18.2
末子が短大・大学・大学院生 66.4 31.3 1.5 2.1 1.6 5.0 15.5 10.0 6.0 6.7 0.5 20.2
末子が就学終了 70.8 30.7 3.3 1.5 1.0 4.1 11.2 7.3 8.4 8.6 0.6 16.8
子どもがいない（40歳以上） 49.2 36.0 7.7 2.1 1.1 0.0 14.5 10.3 6.1 10.1 1.0 30.9
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のだろうか。 

 回答結果をみると、「家族・親族」をあげた人が 60.7％であったのに対し、「家

族・親族以外」をあげた人は 39.1％であった(図表 2)。「誰もいない」と答えた人は

20.2％と、先にみた「何かあったときに相談できる人」（13.1％）を上回った。「何か

あったときに相談できる人」に比べ「家族・親族以外」をあげた人が多いが、「今後

関係性を深めていきたい人」がいない人も一定の割合を占める。また、家族・親族の

なかでは「配偶者」をあげた人が最も多く、男性では「母親」、女性では「子ども」

がこれに続いた（図表省略）。 

 

図表 2 今後関係性を深めていきたい人（全体、性別、ライフステージ別）＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1：図表 1 に同じ。 

資料：図表 1 に同じ。 

 

 なお、独身（39 歳以下）の人では、「家族・親族」をあげた人が 39.9％と他のライ

フステージに比べ低い一方、「学校・学生時代の友人・知人」（30.8％）や「恋人」（25.8％）

など「家族・親族以外」をあげる割合が高い。「家族・親族」をあげる人は子どもがい
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ない（40 歳以上）の人でも低く、人生後半期の生き方を考えるなかで、「学校・学生時

代の友人・知人」や「職場や仕事関係の友人・知人」、「趣味・余暇等を通じた友人・

知人」との関係を重視していきたいと感じている人もいるのかもしれない。 

 また、子どもがいる人では、子の成長とともに「家族・親族」をあげる人がおおむ

ね減少するが、末子が就学を終えた人では再び上昇する。末子の学校卒業は教育費の

終了という経済面のライフデザインにおける大きな節目であり、子の就職や結婚等の

出来事にともなって夫婦・親子関係の再構築が行われることも、こうした意向に関連

している可能性があるだろう。なお、末子が就学を終えた人では、「趣味・余暇等を通

じた友人・知人」「地域や近所の友人・知人」をあげた人の割合も高まる。これらの機

会を通じた新たな他者との関係や、既存の関係を様々な形でよりよいものにしていき

たいという意向をもつ人もいると考えられる。 

 

3.ライフコースの多様化と人づき合いのライフデザイン 

 今回の調査では「今後、関係性を深めていきたい人」として家族・親族をあげた人

が多く、家族・親族との関係をよりよいものにしたいと感じている人が多いことが明

らかになった。子育て中の男女には、仕事を効率的に行って、家族と過ごす時間や、

家族をサポートする時間を増やしたいと感じている人もいるだろう。また、「今後関係

性を深めていきたい人」として家族・親族をあげる傾向は末子が学校を卒業した人で

もみられ、子の成長や自立を機に、配偶者と過ごす時間や、親やきょうだいとのコミ

ュニケーションを重視したいと考える人もいることが示唆された。 

 一方、独身（39 歳以下）や夫婦のみ（39 歳以下）など、家族を形成する前のライフ

ステージの人では、「今後関係性を深めていきたい人」として家族・親族以外の友人・

知人をあげた人が多く、「学校・学生時代の友人・知人」や「恋人」との関係性を重視

したいとする意向がみられる。「家族・親族」をあげる人は、子どもがいない（40 歳以

上）の人でも低く、親の加齢や介護、死を経験し、自身の人生後半期の生き方や働き

方を考えていくなかで、親以外の家族・親族や友人・知人との関係を大切にした生活

を志向する人もいることが浮かび上がった。ライフコースが多様化し、自身のライフ

デザインについて主体的・自律的に考える人が増えていると思われるなか、他者との

関係を深めたり、増やすことを通じて、自分や他者の仕事の可能性を拡げたり、健康

的な生活につなげたいと考える人もいるのかもしれない。相手の立場や状況を慮るこ

とや、自分にできることを考えることが、既存の関係をよりよいものにする場合や、

新たな関係を導いて、他者との関係を深める場合もあるだろう。 

 なお、「何かあったときに相談できる人」がいると感じることは、実際に相談や支援

が必要かどうかにかかわらず、日々の暮らしを営む上で安心感につながることが知ら

れている。学校・学生時代や、職場や仕事をはじめ、多様な機会を通じた他者との出

会いを大切にすることや、健康面や経済面の備えに関する知識を身につける機会をも
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つことも、このような人が何かあった場合に必要となる情報や、信頼して相談できる

人を得ることにつながるのではないだろうか。 

 

【関連レポート】 

1)北村安樹子「暮らしの視点(2):既婚女性からみた家族の範囲～結婚しても、しなくても家族

のままの｢息子｣や｢娘｣」2020 年 9 月。 

 

https://www.dlri.co.jp/report/ld/2020/wt2009c.html

